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地域環境を守るため
「
あ
な
た
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
ま
す
」

放
置
自
動
車
は

、
交

通
安
全
・
防
犯
面

か
ら

も
危

険
が
伴
う

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
環
境

を
も
損
な
い
ま
す
。

後
を
絶
た
な
い
自
動

車
の
放
置
に
対
し

、
市

は
条
例
を
制
定

し
、
そ
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
お
り

、
放

置
さ
れ
た
自
動
車
に

つ

い
て
は
、
警
察

と
連
携
を
取
り
な
が
ら

、
所

有
者
の
責
任
で

処
理
す

る
よ
う
粘
り
強

く
対
処
し

て
い

ま
す
。

安
全
課

安
全
係
 
3
6
6・
7
3
4
1

▼
交

通
の

ジ

ャ
マ

に

な
り

、
通

学

す

る
児

童

・
生

徒
の

安

全

を

損
ね
ま
す

公
園
・
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
付

近
や
工
業
団
地
付
近
で
、
放
置
自
動

車
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
な

い
車
や

ご
み
同
然
の
車
を
見
た
人
は
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
、
こ
の
状
態
が
続
く
と

危
険
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

放
置
自
動
車
は
、
夜
間
、
人
通
り

の
少
な
い
道
路
に
捨
て
ら
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
堂
々
と
街
中
に
棄
て
る

と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

一
般
道
路
上
に
自
動
車
を
放
置
す

る
こ
と
は
、
交
通
障
害
に
な
り
、
な放置自動車は、周辺の美観をも損ねます

か
で

も

通

学

路
に

放

置

さ

れ

る
と

、

通

学
す

る
児

童

・
生
徒
た

ち

の
安
全

が
損
な
わ

れ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

ま

た
、
放

置
自
動

車
内

に
投

げ
捨

て

ら

れ
た

ご
み
は

、
環
境

美
化

の
低

下

に

も
つ
な

が

っ
て

い
ま

す
。

こ

の
よ
う

に
無

責
任

な
所
有

者

が

放
置

す
る
自

動
車

は
、
道

路
交

通

・

防
犯

・
環
境

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
点
で

社
会
問

題

に
な

っ
て

い
ま

す
。

▼
市

の
取

り

組

み

市

で
は
平

成
９

年
４
月

に

「
松
戸

市

自
動

車
等

の
違

法
駐

車
及

び
放
置

の
防
止

に
関

す

る
条
例
」

を
制

定
し

ま
し

た
。
所

有

者
を
探
し

出
し

移
動

命
令
書
等
で
警
告
し
た
り
、
罰
則
規

◆放置自動車等事務処理の流れ◆

定

を
設

け
、
所

有

者

の
責
任
で

処
理

す

る
よ

う
取
り

組

ん
で

い
ま

す
。
そ

の
た
め

、

ど
う

し
て

も

一
定

の
処
理

時
問
は
か
か
り
ま
す
が
、
年
間
処
理

台

数

の
六
割

程
度

は
所

有
者

の
責
任

に
お

い
て
処

理
さ

れ
て

い
ま
す

。

し
か
し
、
放
置
自
動
車
台
数
は
年

ご
と
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在

、
悪

質

な
も

の
に

つ

い
て

は
、

警

察

と

の
連
携

を
取
り

な

が
ら
所
有

者

の
追

跡
調
査

、
強

い
取

り
締

ま
り

を
行

っ
て

い
ま
す

。

な

お
、
廃

棄
物

の
処

理
及

び
清

掃

に
関
す

る
法

律

第
十
六

条

〔
投
棄
禁

ふれあいフェスタ2000春の火災予防運動

2月27日

止
〕
で
は
、
廃
棄
物
を
不
法
に
投
棄

し
た
場
合
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
又

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼

放
置

自

動

車

を

見

か

け

た

と

き
は

、
ご
連
絡
を

自
動
車
は
、
所
有
者
の
責
任
に
お

い
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

放
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
や
放
置

自
動
車
を
見
か
け
た
と
き
は
、
安

全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
放
置
自
動
車
の
処
理
に
あ

た
っ
て
は
、
法
的
手
続
き
に
従
っ
て

処
理
し
て

い
る
関
係
上
、
一
定
の
期

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

春 の火 災 予防 運 動の 一環 とし て 「 ふれあ い

フ ェス タ2000 」を 開催し ます。

皆さ んのご 来場を お待 ちしてい ます。

小 金 消防 署 340-0119, 当 日 の案 内

362-０１１９

第1 会場 （森 のホール21 ）午前9 時40 分～ 正 午

内容日 光猿軍団の間中 校長 による防火 講演 、女

性和太鼓 、幼年消防クラブ ドリル 、消防音楽隊

演奏 、軽音楽同好 会演奏

第2 会場 （小 金原公 園運 動場 ）正 午～ 午 後3 時

内容フ リーマーケット 、野菜 ・花 鉢即 売 、起震

車体験、はしご車体験・消防音楽隊の演奏

※雨天 の場合は 第1 会 場の み実施し ます。

※第1 会場駐車場は 有料となり ます。第2会 場は 。

駐車場 があり ません。

障 害 者 フ ァ ッ ク ス 通 報 が変 わ り ま す

2月24日困午前10時から、ファックスを使用した

119番通報ができるようになります。

今までダイヤルしていた障害者隰368－0119が簡

略され、119番で通報することが可能となります。

なお､従来の障害者ファックスの番号は、中央消防

署の電話番号となります。

障害者ファックス災害（救急）通報は　　M119

中央消防署の電話番号は　　　　　0368-0119

(
財
)
松
戸
市
福
祉
公
社
の

事

務

所

が

左

記

に

移

転

し

ま

し

た

所
在
地
〒
2
7
1
-
0
0
6
5
松
戸
市
南
花
島
四
の
六
三
の
五
（
左
案
内
図
参
照
）

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

(
財
)
松
戸
市
福
祉
公
社
 
3
6
8
・
2
9
4
1

社
会
福
祉

協
議
会

の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
允
実
を
図

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

・
松
戸
市
社
会
祉
協
議
会
事
務
所

が
移
転
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
・
明
第
一
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
庁
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
も
移
転
し

ま
す
。
２
月
2
5日

ま
で
は
、
す
べ

て
現
在
の
本
町
一
四
の
二
第
一
生
命

ビ
ル
内
に
、
２
月
2
8日

か
ら
は
左

記
に
な
り
ま
す
。

電
話
香
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

3
6
2
・
５
９
６
３

Ｏ
市
社
会

福
祉

協
議
会
事

務
所

3
6
8
・
０
５
０
３

○
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

3
6
5
・
４
７
１
２

〒
2
7
1
-
0
0
9
4

松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
の
１
　
総
合

福

祉

会

館

内

○

明

第

一

地

区

社

協

事

務

所

3
6
8
・
０
５
１
７

〒
2
7
1
-
0
0
6
5

松

戸

市

南

花

島

四

の

六

三

の

五
　

松

戸

市

福

祉

公

社

内

○

本

庁

地

区

社

協

事

務

所

3
6
8
・
０
５
４
７

〒
2
7
1
-
0
0
9
2

松
戸
市
松
戸
一
三
〇
七
の
一
　
松
戸

ビ

ル

ヂ

ン

グ

四

階

松

戸

市

文

化

ホ

ー

ル

内市
社
会
福
祉
協
議
会
 
3
6
8
・
０
５
０
３

ボランティアセンター

市社会福祉協議会事務所
高齢者無料職業紹介所

図

書

館

矢

切

分

館

が

臨

時

休

館

し

ま

す

２
月
2
4
日
水

・
2
5日

の
二

日
間

、
蔵
書
点

検

の
た
め

、
休

館
し

ま
す

。

市
立
図
書
館
 
3
6
5
・
5
1
1
5

「
訂
正
」
広
報
ま
つ
ど
２
月
５
日
号
「
市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
」

に
掲
載
し
た
市
民
税
課
の
電
話
番
号
、
「
3
6
3
・
7
3
2
2
」
と
あ
る
の
は
、

「
3
6
6
・
7
3
2
2

」
の
誤
り
で
し
た

。
訂
正

し
ま
す
。

許
し
ま
せ
ん
！
自
動
車
の
放
置



松戸ケナフの会が発足しますケナフを育てて環境問題をを一緒に考えませんか

「ケ ナフ 」 を通じ て 地球 環境 をよ り良く し よう と 、

「 松戸 ケナフ の 会」 の発足 準 備 が進 んでい ます。こ の

会は、白分たちでできることから実践していこうと発

足し たボ ラン テ ィア団 体で す。地 球温暖化 防止 と森 林

破 壊防止 に役立つ 小さな 活 動で すが 、一 緒に活 動し て

みませんか。

ケナフ つてなあ に

原 産地はアフ リカ。ア オイ科の一 年草で成長 が早＜ 、

半年で3～4㍍に生育します。他の植物の3～5倍の二酸

化炭 素を 吸収し､ 水質 浄化 作 用も あり､ 刈り 取り 後は 、

非木材紙､壁紙､建材､食品容器、キノコの菌床等いろ

いろな 分野で 使われて いる 、地球に やさし い 植物で す。

松戸 ケナフの 会はこん な活動をし ます

①ケ ナフ の試 験栽培を共 同で行っ たり 、種や苗の販 売

②小 中学校の体 験学習 の一 環とし て紙 すきキャラ バン

③会 報の発行 、環境学習 会

「 松戸ケ ナフ の会」 発足準 備事務局

土田 343-0016

消防隊・消防団による一斉直上放水

広報まつど 2000年(平成12年)2月15日

わ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
て
は
い
た

も
の
の
冷
た
い
北

風
が
吹
く
中
、
幼

稚
園
児

の
避
難
訓

練
や
消
火
器
を
使

っ
た
初
期
消
火
、

参
加
し
た
人
た
ち

に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
が
行
わ

１
月
2
6
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
。

昭
和
2
4
年
の
こ
の
日
に
法
隆
寺
金
堂

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
四

十
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

文
化
財
を
守
る
の
は
み
ん
な
の
力

万
満
寺
で
防
火
訓
練

れ
ま

し
た

。

訓

練

に
参
加
し

た

杉
橋

さ
ん

（
馬

橋
西

町
会

）
は
、「
万

が
一
に
備
え

る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
こ
う
い
う
訓

練

に
参
加

す

れ
ば

い
ざ
と

い
う

と

き

ス

ム

ー
ズ
に
対

応
で

き
る

。
大
事

な

文
化

財

を
守

る
た
め

に
も

、
年
三

回

の
防

火
訓

練
に

は
す

べ
て
参

加
し

て

い
る
」
と

話
し
て

い
ま
し
た

。

催
　

し
　

物

【
】
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
フ
ア
ミ
リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教

室

２
月
2
0
日
・
2
7
日
午
前
９
時

～
正
午
 
会
場
高
木
第
二
小
学
校
体

育
館
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
寒
川
 
3
8
5
・
４
９
７
０

【
】
ア

メ
リ

カ

ン

ス

ク
エ

ア

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習
会

３
月
１
日
～
６
月
2
8日
の
毎
週
水

曜
日
午
後
２
時
3
0
分
～
５
時
〔
全
十

八
回
〕
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

ほ
か
　
内
容
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
に
合
わ
せ
て
踊
る
　
費
用
一
回

四
百
円

※
中
高
年
の
人
歓
迎

電
話
で
松
戸
フ
レ
ン
ド
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
寺
田
 
3
8
6
・
6
1

3
2
へ

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

舞

夢

馬

橋

社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル毎

週
月
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内

初
心
者
・
初
級
向
け
の
ク
ラ
ス

費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

大
石
 
3
4
2
・
2
4
7
6

舞

夢

Ｍ

Ｋ

社

交

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル毎

週
月
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分
 
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
初
心
者
・
初
級
向
け
の
ク
ラ
ス

費
用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

清
水
 
3
4
2
・
6
7
1
3

※身近な情報をお寄せください。

小
金
中
学
校
で
１
月
3
0
日
に
、
地

域

の
人
を
講

師

に
迎
え

る
な

ど
学
校

を
開

放
し

た

「
第
二

回

ふ

れ
あ

い
セ

ミ
ナ

ー
」

が
行

わ
れ
、

パ
ソ
コ

ン

、
。

農
業

体

験
、
英

・
仏
会

話
、
音

楽

、

工

芸

、
ス

ポ

ー
ツ
な

ど
普
段

の
授

業

と
は
一
味
違
う
二
十
四
の
講
座
が
開

催

さ
れ
ま

し
た

。

「
手

話

を
学

ぼ
う
」

で
は

、
中

学

生
に

交

ざ
り
地
域

の
人

た
ち

も
受

講

し
ま
し
た
。
講
師
は
地
域
の
ろ
う
あ

の
人

と
そ

の
仲
間

の
皆
さ

ん
。
手

話

に
よ

る
自

己
紹
介

や
簡

単

な
会
話

を

通
し

て

、
障
害

を
持

つ
人

の
困

る
事

・
不

便

な
事
を
理

解
し

、
役

に
立

つ

に

は
ど
う

し
た
ら

よ

い
か

な
ど
を

学

び
ま

し
た

。

初

め

は
硬

さ
の
見
え

た
参

加
者

も

次
第

に

伝
え

た

い
と

い
う
気

持
ち

が

表
情

に
表

わ

れ
、
手

の
動

き
や
声

も

大

き
く

な
っ
て

い
ま

し
た

。

グループ に分かれて個別の指導も 行われまし た

あ
い
さ
つ
を
し
た
か
っ
た
の
で
参
加

し
ま
し
た
。
表
現
が
似
て
い
る
も
の

は
区
別
が
難
し

い
と
き
も
あ
る
け
れ

ど
、
手
話
を
使
っ
て
み
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

小

金
原

老
人

ク

ラ
ブ

が
平

成

７
年

に
解

散
し

た
後

、
小

金
原
地

区

に
は

老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

住

民

の
中
か

ら
高

齢
者

の
白
立

、

痴

ほ
う
防

止

の
た
め

に
も
老

人

ク
ラ

ブ
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
に
な
り
、

一

九
九
九

年
、
国

連

「
国
際

高
齢

者

年

」
の
年

に

合
わ
せ

て
、
８
月

８
日

、

「
小
金

原
し

あ
わ
せ

ク

ラ
ブ
」
と
し

て

設

立

さ
れ
ま
し

た
。

生

涯

現
役

、
「
老

春

」

を
楽

し

も

う
と
、
史
跡
巡
り
や
温
泉
旅
行
、
カ

ラ
オ
ケ
・
民
謡
、
囲
碁
・
将
棋
な
ど

「
日

々

是
好

日

」
、
人
生

を

楽

し
く

生

き

る
こ

と
を
モ

ッ

ト

ー
に
し
て

い
ま

す

。会
員

も
百
三

十
五

人
と

な
り

、
今

後

の
活
動

が
楽

し
み

で
す

。

小

金
原
し

あ

わ
せ

ク
ラ
ブ
・
斎
藤

3
4
2
・
２
１
７
３

参
加

者

の
一
人

は
、「
同

じ

マ
ン

シ
ョ

ン

に
住

む

聴

覚

障

害

の
あ

る

人
と

朝

の

地
域
の
人
を
講
師
に
迎
え

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
開
催

小金原しあわせクラブ

向島百花園で

国 民 健 康 保 険被 保 険 者 証 が 更 新 さ れ ま

す

現在 の国 民健 康保 険被保 険者証と国民健

康保 険退職被保険者証の有効期限 は､3月31

日廊 まで です。該当 する世帯 には3月初旬に

新 しい被保 険者証を郵送しま す（一部世帯

を除 く）が、入院などで自宅以外の場所に

郵送 を希望 する人はご連絡 ください。

※新しい被保険 者証は届き次第使用 できま

す。旧被保 険者証は、国民健康保険課・

市民課 ・各支所にお返 しください。

国 民健康保険課資格給付係 366 ―7353

シ ル エ ッ ト フ ァン タ ジ ーの 世 界 に 招 待

3月４日出 午後21寺30分～3時30 分 会場 ふ

れあい22 （健康福祉会館） 内容劇団 かし

の樹による影絵「は らぺこプンタ」　対象

3歳以 上 （幼 児は保護 者同伴 ）　定 員先着

150人　費用無料

電話で常盤平児童福祉館 387-3320へ

（月曜休 館）

筑 波 大 学 附属 聾 学 校 「卒 展 」

2月18 日 ～20 日 午前10 時～午 後6時

会場市川市文化会館展示室　内容油絵・版

画・ポスター・染織など　費 用無料

筑波大学附属聾学校高等部　371-4512

市 立中 部 小 学 校 附属 幼 稚 園 の 新 入 園 児

再 募 集

入園資格 市内 に住所 があり、平成6 年４月

２日～7 年4月1日の 間に生 まれた幼 児　保育

期 間1年保 育　受付 会場中 部小学 校附属幼

稚 園（松戸2062)　 持ち物該当 する幼 児の

住 民票1 通と印鑑　 費用 制服・帽子 代等約

10,000円､ 入園料3,000円（入園時）、保育料

6,000円 （毎月）､給 食費・絵本代等約4,000

円程度（毎 月）

※入園面 接の日程 につ いては受 け付 けのと

きにお知 らせします。

教育 委員会学務課管理係 366-7457 、

中部小学校附属幼 稚園 363-2569

21 世 紀 への 展 望 「少 子 社 会 」 を 考 え る

3月23 日 午後1時 から　会場 さわやかち

ば県民プラザ（柏市） 内容少子化問題 シ

ンポジウム　基調講演講師国立社会保 障人

口 問題研究所副所長・阿藤誠氏　定 員先着

500人　費用無料

3月10日 までに､電話､ ファックスまた

は往復ハガ キに住所・氏名・電 話番 号・返

信用あて名を記入して､〒260-8667 千葉市

中央区市場町1の1　 千 葉県社会 部児童家庭

課(043-223-2324 Fax043-221-5077)

へ

愛の献血（松戸東ライオンズクラブ）

2月18日 午前10時～11時45分､午後1時

～4時　会場ダイエー新松戸店前

愛の献血（千葉県・松戸市）

2月25日 午前10時～11時45分､午後1時

～4時　会場イトーヨーカドーハ柱店前

健康課検診係 366 ―7487

住 宅 リ フ ォー ム相 談 と 市民 講 座

2月26日 午 前10時～午後4時＝住宅 リフ

ォ ーム何でも相談、午後2時～3 時＝ 市民講

座( 内容リフ ォームのポ イン トとバリアフ

リー住宅　講師松戸住宅リフォーム相談員)

会場馬 橋市民センター　費 用無料

当日会場で

松戸住宅リフ ォーム相談員協議会( 住宅

課内) 366-7366

柿ノ木台公園体育館トレーニング機器

操作講習会

2月19日・26日各土曜日午後6時～8時

会場柿ノ木合公園体育館トレーニング室

対象高校生以上　費用無料

開始時間までに直接会場へ

スポーツ課 363-9241

Ｅ Ｍ ボ カ シ作 り 講 習 会

2月20 日 午 後1時～4 時　会場 第二松 里

福祉作業所 （第二 わかば園内）　内容たい

肥 として利用価値 の高い生 ごみを「ＥＭボ

カ シ」 で土作り からはじめる　講師第二松

里福祉作業所所長・染井猛氏　定員先着30

人　費用300 円（教材 費）

ちばＥＭ／π（パイ）センタ ー・村上 330

-8182

地域教育セミナー「子どもたちの危機をどうする」

期日 胯間 内　　容 講　 師 会場 定員 費用

3/7 午前10

時
～

11時30分

子どもたちの、現在 教育評論家・尾木直樹氏
女性

セ
ン
タ
ー

ゆう

ま
つ
ど

先着

三
十
人

無料
14 子どものあせびと遊び場 千葉大学助教授・木下勇氏

21 絵が物語る子どもの心 臨床心哩 土・三沢直子氏

毎日新聞記者28 ジャーナリストが見る子どもたち

※保 育あり（2歳以 上、おやつ代200 円）

電話で青少年会館 344-8556へ

い
る
仁
王
様
で
有
名
な
馬
橋
の
万
満

寺
で
、
馬
橋
・
小
金
の
両
消
防
署
、

消
防
団
第
８
分
団
、
清
風
幼
稚
園
の

保
育
士
や
園
児
た
ち
、
地
元
住
民
、

文
化
財
保
護
協
力
員
、
在
住
外
国
人

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
た
訓
練
が
行

小金・小金原

馬橋支所版

参 加 者 総 出 の バ ケ ツ リ レ ー



広報ま つ ど2000 年(平成12年)2月15日

いぶきの広場で節分会西暦2000年に

２０年ぶりの対面

い
ぶ
き
の
広
場
は
身
体
障
害

者
の
通
所
施
設
。
現
在
、
二
十

九
人
の
通
所
者
が
電
動
ミ
シ
ン

で
ポ
ー
チ
や
エ
プ
ロ
ン
を
縫
っ

※身近な情報をお寄せください。

た
り

、
手
織

機
を

使

っ
て

さ
を

り
織
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

２
月

２
日

、

い
ぶ
き

の
広
場

で
、
第

二

い
ぶ
き

の
広
場

に
通

う
二

十
二
人

の
通
所

者

と

一
緒

に
豆
ま
き
と
も
ち
つ
き
＝
写
真

＝
が
行

わ

れ
ま
し

た
。

通
所

者
た

ち
も

職
員

な
ど

に

助

け

ら
れ

な

が
ら

交
代

で
も
ち

を
つ

き
、

き
ね

が
振
り
下

ろ

さ

れ

る
た

び
に
「
よ

い
し

ょ
」
「
よ

い
し

ょ
」

の
か
け

声
が
響

き
ま

し
た

。
一
日

早

い
節
分

で
し

た

が
、

い
ぶ

き
の
広

場

は
一
日
中

歓
声
に

つ
つ
ま

れ
て

い
ま
し
た
。

思
い
出
の
品
と友

達
に
会
え
た

１
月
1
6日
、
河
原
塚

小
学
校
で
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
開
封
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ

の
カ

プ
セ

ル
は
、

一
九

八
〇
年

（
昭
和
5
4
年
）
の
卒
業

生
が
、
二

十
年

後

の
西

暦
二

〇
〇

〇
年

に
同

窓
会
を

開
き

開
封

し
よ
う

と
埋

め
た

も
の
。

卒
業

生
百
二

十
四

人

の
う

ち
七

十
五

人

が
顔
を

そ
ろ
え

ま
し

た
。

卒

業
記

念
と
し

て
埋

設
さ

れ
た

夕

イ

ム
カ

プ
セ
ル

の
ふ
た

が
ク
レ

ー

ン

で
つ
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
思
い
出
の

品

が
つ
ま

っ
た
発

泡
ス
チ

ロ

ー
ル

が

ぎ

っ
し
り

＝
写

真

＝
。

さ

っ
そ
く
中

身

を
仕
分

け
、「
あ

れ
が
入

っ
て
い

る

は
ず
」
「
こ
ん
な
も
の
を
入
れ
た
っ
け
。

覚
え

て

い
な

い
」

と
た

ち
ま

ち
二

十

年
前

に

タ
イ

ム

ス
リ

ッ

プ
。

家
族

連

れ
で

来
た

人
も

多
く

、
手

渡

さ

れ
た

作
文

を
子

ど
も

に
見
せ

る
母

親

の
姿

も
見

ら

れ
ま
し

た
。

卒

業
生

た
ち

は
こ

の
後
、

体
育

館

で
行

わ

れ
た
懇
親

会
で

小
学

校
当

時

の
思

い
出

や
近
況

を
報

告
し

合

い
、

楽
し

い
ひ
と

と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

同

窓
会

事
務
局

を
務

め

る
鹿
子

豊

和

さ
ん

は
「
開
封

さ

れ
る
と

き

は
も

松
戸
国
際
高
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室

麻

薬

の
恐

ろ
し

さ

を
実

感

薬
物
等
に
よ
る
被
害
は
年
々
低
年

齢
化
と
拡
散
化
か
進
ん
で
い
ま
す
。

松
戸
警
察
署
と
横
浜
税
関
千
葉
支

署
で
は
、
高
校
生
に
薬
物
の
危
険
性

を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
１
月
2
0日
、

県
立
松
戸
国
際
高
校
の
一
年
生
を
対

象
に
、
「
薬
物
乱
用
防
止

教
室
」
を

開
き
ま
し
た
。

松
戸
警
察
署
の
少
年
係
長

（
少
年

補
導
専
門
員
）
が
覚
せ
い
剤
の
危
険

性
や
少
年
の
乱
用
事
件
な
ど
の
現
状

を
解
説
。
税
関
職
員
が
薬
物
密
輸
の

う
大
人
。
み
ん
な
で
酒
を
飲
も
う
」

と
お
酒
を
入
れ
ま
し
た
。
掘
ひ

出
さ

れ
た
ブ
ラ
ン

デ
ー
は
二
次
会
で
ふ
る

ま
わ
れ
、
小
学
生
時
代
に
戻
っ
た
旧

友
た
ち
と
の
思

い
出
話
は
い
つ
ま
で

も
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

実

態
を

報
告
し

ま
し

た
。

ま
た

、
麻

薬
探
知
犬

の

デ
モ
ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

＝
写

真

＝

も
行

わ

れ
、
具

体
的

な
事
例

を
挙

げ
て

の
説

明

に

生

徒

た
ち

は

、
「
覚
せ

い
剤

の

恐

ろ
し

さ

が
よ

く

分

か

っ
た

」
「
麻

薬

犬

は
初
め
て

見
た

が
、

と
て
も

興

味

深
か

っ
た
」
と

話
し
て

い
ま

し
た

。

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
常

盤
平

第

二

教

室

毎
週
金
曜
日
午
前
1
1
時
1
5
分
～
午

後
０
時
4
5
分
会
場
常
盤
平
体
育
館

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

佐
々
木
 
3
4
4
・
0
4
5
4

健

康

づ

く

り

グ

ル

ー
プ

さ

わ

や

か毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分

会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
常
盤
平
体
育
館
　
対
象
六
十
歳

く
ら
い
ま
で
の
女
性
 
費
用
年
四
千

四
百
円

（
保
険
料
を
含
む
、
入
会
金

な
し
）

三
上
 
3
8
4
・
6
0
1
0

口

健
康

づ

く
り

グ

ル

ー
プ
円

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
3
0分
～
４

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

対

象
六
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
女
性

費
用
年
四
千
円
（
保
険
料
・
入
会
金

な
し
）

曽
根
 
3
6
2
・
4
0
5
6

催
　
し
　
物

フ
ロ
ー
レ
・
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４
月
～
1
1
月

ま
で

の
毎
週

日
曜

日

午
前
８
時
～
1
0
時
　
会
場
金
ケ
作
公

園

庭
球
場
　

対
象

小
学

三
～

六
年
生

費
用
一
万
六
千
円
（
少
年
団
登
録
料

・
保
険

料
を
含

む
）

３
月
1
5
日

〔
必

着
〕

ま

で
に

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
学
校

名

・
新

学
年

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
0
-
2
2
6
1
松
戸
市
常
盤
平
一

の
二
六

の

一
の
六

一
〇
　

フ
ロ

ー
レ

ー
ジ
ュ

ニ

ア
テ
ニ

ス
ス

ポ
ー

ツ
少
年

団
・
谷
貞
次
（
3
8
5
・
9
3
4
2
）
へ

こ

ひ

つ

じ

お

は

な

し

会

２
月
1
6
日

・
３
月
1
5日

、
各

午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
　
会
場

市

川
こ

ど
も

ク
リ

ニ

ッ
ク

（
イ

ト

ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
ハ
柱
店
前
）
　
内
容
グ

リ
ム
童

話
等

の
読

み
聞

か
せ

と

人
形

劇
　
講
師
劇
団
天
童
主
宰
・
浜
島
与

志
子
氏
　

定
員

当
日
先

着
三

十

人

費
用
無
料

こ

ひ

つ
じ
お

は
な
し

会
・
市
川

3
8
3
・
2
3
1
2

耳

が

聞

こ

え

な

く

な

っ

て

き

て

悩

ん

で

い

る

人

集

ま

ろ

う

２
月
2
5
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
　
会
場
ふ
れ
あ
い
２
（
健
康

福
祉

会
館
）
　

内

容
読
話

の

ゲ
ー
ム

・
お

し

ゃ
べ
り
ほ

か
　

費
用

無

料

※
要

約
筆

記
（
希
望
者

に
は
個
別

）
。

手

話
通
訳

あ
り

電
話

ま
た

は
フ

ァ
ッ

ク
ス
で

、
千

葉
県
中
途
失
聴
者
難
聴
者
協
会
東
葛

北
支
部
松
戸
地
区
会
・
岡
野
 
F
a
x
3
4
7

・
5
6
5
5

へ

博物館学芸員連続講座①2月27日‥｢松戸の人生儀

礼一死・葬送・墓｣

②3月 ５日 …｢ 描かれた松戸｣

③3月12 日 …｢ 栗山古墳群と

その時代｣

時間…各午後1時30 分～3時

会場…博物館講堂

定員…当日先着80 人

費用…無料

問い合わせ…市立博物館 384

-8181

田
中
寅
三
が
描
い
た
千

葉
大
学
園
芸
学
部
講
堂

健康 増進 セ ン タ ー運 営 協 議 会 を 開 催

2月23 日㈲ 午後1時30 分から　会場中央保

健福祉センター地下会議室　傍聴定 員先着

10人

※議題はお問い合 わせください。

圃 当日会場で、午後1時 から受け付け

昌 健康課健康増進センタ ー 365-5588

家 庭 問 題 を 考 え る シ ン ポジ ウ ム

2月20日（日）午後1時～5時　会場 サンペデ

ッ クホ ール （ＪＲ津田沼駅南口）　テーマ

親子関係の危機 管理と父親の役割　提言者

弁護士・渥美雅 子氏、千葉市立小中台中学

校長・渡辺 昭氏、精神科医・佐 藤眞理氏・

千葉少年友の会・中村建一氏　費用無料

2月19日田 までに、電話 またはフ ァック

スで千葉ファミ リーカウンセリングルーム

Fax 043-227-4716へ

ま ちづ く り 寺 小 屋 講 座

① 元 気 人( び と) の 健 康

(1)2月22 日､(2)2 月28 日側 各 午後2 時～

3時30分　内容(1)近視と乱視の新しい治療

法(2)狭心症と心筋こうそく　講師千葉西総

合病院専門医

② お ひ な さ まの ケ ー キ をつ く り ま し ょ

う

3月２日 午前10時～正午　内容桃の節句

にちなんでケーキを作 る

会場 ①② 松戸 まちづ くり交 流室テン ト小

屋( 東葛飾 支庁 前) 定 員①先着20 人②先

着18人 費用① 無料②1,260 円(材料費 を含

む)

電 話またはファッ クスで( ② は2月22日

までに)、 住所・氏 名・年 齢・電 話番号

を、松 戸 まちづ くり交 流室　367-8889

Fax367-8827へ

簿 記教 室

ビ デ オ編 集 講座

初級 ・中級＝2 月25 日 ・26 日出 ・27 日

時間午前の部＝午前10 時～正 午、午後

の部＝午後1 時30 分～3 時30 分 会 場森のホ

ール21 情報センタ ー　内容ホームビデ オを

編集 し、 タイトル・音楽などを入 れて オリ

ジナル作品 を作る　定 員各回先 着6 人　持

ち物自分 で撮影 したビ デオテープと新しい

ビデ オテ ープ  費用無料

2月15日 午前10 時から、電話で森のホ

ール21情報センター 384-5050 へ

市 営 有 料 駐 輪 場 （定 期 使 用 申 請 ） の 公

開 抽 選

平成11 年12月25 日から平成12 年1月21 日

まで募集 した有料駐輪場の うち定数 を超 え

た施設 につい て、抽 選を行い ます。

日時2月16日 午後1時～3時 会場安全課

（市役所本館3階） 抽 選方法コンピュ ータ

による無作為抽選 抽 選結果2 月下旬に、抽

選結果 を申請者 に郵送 でお知 らせします。

※対 象施 設はお問い 合わせください。

安全課安全係 366-7341

県立養護学校流山高等学園の販売会

2月24日 ・25日 午前11時～午後3時

会場柏駅東ロスカイプラザ2階入口　内容

生徒が職業実習で製作した製品の販売

県立養護学校流山高等学園･田辺 0471

-48-0200

外 国 人 日本 語 スピ ーチ コ ン テ ス ト

2月26日 午 後1時～4時（懇親会午後4時

～5時） 会場 市民劇場　テーマ 自由（日本

に来 て感じたことなど）　費用入場無料

※懇 親会 はどなたで も参加できます（無料）。

松 戸市国際交流協会 366-7310

コース 期　　問　　　　　|回 費　 用

初級コース

（日商簿記検定3級程度）

3/24 ～6/2 の毎週火・金曜日

〔全20回、5/5)を除く〕

25,000円（会員15,000 円）

※テキスト代を含む

30,000円（会員20,000 円）

※テキスト代を含む

中級コース

(日商簿記検定2 級程度)

3/17～6/2の毎週土・金曜日

〔全22 回、5/5 を除＜〕

会場松戸商工会館　持ち物筆記用具と電卓（ またはそろばん） 定 員先着各40人

圃 費用 を持 って、直接松戸商工会議所(364-3111) へ

消費生活出張セミナー

日　時 会　場 内　容 講　師 定員 持ち物 費用

3/3

午前10時～

正午

小金市民セン

ター
紙バンドで作るクラフ

ト バスケットパート２

(今回は、おし やれ買い

物カゴにチャレンジし

ます)

東葛市民生

活協同組合

先着

30人

筆記用具

ハサミまたはキ

ツチンバサミ

洗濯バサミ20 個

500 円
3/10

午前10時～

正午

京 葉 ガ ス Ｆ

松戸第2ビル

5階会議室

2月29日 までに、電話で消費生活課 366-7329 へ

河
原
塚
小
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

常盤平・六
実・東部支
所版



広報ま つ ど2000 年(平成12年)2月15日

好
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
９
日
、
新

春
恒
例
の
「
松
戸
市
長
杯
争
奪
ク
ラ

ブ
対
抗
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
」
が
江
戸

川
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

第12 回 シ テ ィ ー ・ ミ ニ コ ン サ ー ド

2月16 日 午後 時15 分～O時45 分　会場市

役所1階連絡通路　内容菊地久美子さん（ヴァ

イオリン）、山田博子さん（ピアノ）による

「タイスの瞑想曲」ほかを演奏　費用無料

※生の演奏をお子さんと一緒に気軽にお楽しみ

ください。

圖社会教育課　366-7452

※身近な情報をお寄せください。

柴

又
帝

釈
天

へ
の
初

も
う

で
を

兼

ね
た

初
こ

ぎ

が
始
ま
り

と

い
わ

れ
る

こ
の
大
会
も
、
今
年
で
十
八
回
目
。

全

国
か

ら
三

十
三
チ

ー
ム
、
三

百

十
二

艇
、
三

百

六
十

一
選
手

が
参

加

し
、
五
・
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム

を
競

い
合

い
ま
し

た

。

参

加
し

た
選
手

の
皆

さ

ん
は
、

水

し

ぶ
き
を

上

げ
な

が
ら

、
初

こ

ぎ
に

さ

わ
や
か

な
汗

を
流
し
て

い
ま
し
た
。

大
会

の
結

果

（
上
位

三

位

）

は

、

次

の
と
お

り
で

す
。

一
位

ウ
イ

ン

ド
ホ

ー
ス

カ
ヌ

ー
ク

ラ

ブ

（
群

馬

県

）
、

二

位
湘

南

カ

ヌ

ー
ス

ポ

ー
ツ

ク

ラ
ブ
（
神
奈

川
県

）
、

三

位

Ｂ

＆
Ｇ

小

見

川

海

洋

ク

ラ

ブ

（
千

葉
県

）
第13回　　　　　　　　矢切公民館合同音楽祭

美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
が
響
き
ま
す

第54 回千葉県合唱祭で歌う、新松戸コール・マミーの皆さん

女
声
楽
唱
団
「
新
松
戸
コ
ー
ル
ー

マ
ミ

ー
」

は
、
歌

を
通
し

て
地

域
文

化

に
貢

献
し

よ
う
と

昭
和
5
6
年

に
発

足

し

、
今

年
で
二

十
年

を
迎
え

ま
す

。

現
在

の
団
員

数

は
二
十

八
人

。
秋

に
は

、
二
十

周
年

コ
ン
サ

ー
ト

を
予

定
し

て
お
り

、
そ

れ
に
向

け
て

執
心

に
練

習
し
て

い
ま

す
。

代
表

の
梅

原
京
子

さ
ん
は

「
み

ん

な
で
和

気

あ

い
あ

い
と
歌

っ
て

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
一
度

練
習

を
見

に
き
て

く
だ

さ

い
」

と
話
し

て

い
ま
し

た
。

練
習
日
・
：
毎

週
水
曜

日
午

前
1
0
時
～

午
後
0
時
3
0
分

会
場
・：
青

少
年

会
館

会
費
…
月
四

千

円

（
入

会
金
千

円
）

岩
佐
　
3
8
8
・
4
3
7
9

矢 切公民館を 活動拠点と する サークル が 、合同音楽

祭 を 開 催し ます。 13回 目と なる 今年 の 音楽 祭 には 、

16団体が参加し ます。そ の中の一つ矢切女声合唱団 は 、

本番 に向 けて練習に励んでい ます。

代表の高橋康子さ んは「日ごろ の練習 の成果を多＜

の人 に聴 いてほし い。 音楽 祭では 『風 が』『みずばし

ょう 』など5 曲を歌います］と話してい まし た。

皆さん のご来 場をお待ちし てい ます。

日時 …2 月27 日 午前10 時開演

固 公民館 368-1214

1月23 日 、サン ライトパ ストラル弐番 街集会

所 で管理組合防災部会 主催の「女性と自主 防災

活動 」をテーマにし た講演会＝写真＝ が行われ

まし た。

同部会は、これまでにも防災訓練・救急救護

訓練など実施してきましたが、今回は昼間発災

し たとき女性や高齢者 がど のよう に対 処すべき

か 、講 師を招 いて 開 かれたも の。 参加し た80

人は真 剣な 表情 で 、話に耳を 傾け ていまし た。

本庁

発
戸定が丘歴史公園の

紅梅が見ごろです

3月下旬まで

［

］
青

少

年

相

談

員

松

戸

支

部

主

催

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

大

会

３
月

５
日

〔
雨

天
中

止
〕
　

受

付

午
前

８

時
3
0分

～
９

時

会
場
中

部
小

学
校

校
庭
　

対

象
市

内
在

住

の

小
子
生
～
大
学
生
 
費
用
二
百
円
（
保

険
料

・
軽
食

代
）

２
月
2
6
日
土
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
（
ハ
ガ
キ
に
出
場
者
名
・
年
齢
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
9
2
松
戸
市

松
戸
一
〇
一
五
青
少
年
相
談
員
松

戸
支
部
長
・
木
村
健
太
郎
（
3
5
5
-

3
5
4
1
へ

［
］
わ

ん

ぱ

く

ま

つ

り

２
月
2
6
日
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後

１
時
　

会

場
寒
風
台

小
学

校
校

庭

〔
雨
天
の
場
合
、
体
育
館
〕
　
内
容
あ

そ

び
の
コ

ー
ナ

ー
・
模

擬
店

ほ
か

寒
風

台
わ

ん
ぱ
く

学
童
保

育
所

・

村
越
3
6
3
-
8
7
0
0

［
］
講
演
「
中
学
校
は
今
…
」

２
月
2
6
日
午
後
２
時
～
５
時

会
場
　
勤
労
会
館
　
内
容
中
学
校
で
の

子

ど
も
た

ち

の
様
子

に

つ
い
て
　

講

師
中

学
校

教
諭

・
村

越
則

雄
氏
　

用
三

百
円

松
戸
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
問
題
研

究
会

・
浅

井
　
3
6
4
-
6
3
5
6

［

］
英

語

の

歌

と

お

話

で

遊

ぶ

集

い
２

月
1
9
日

午
後
３

時
3
0
分
～

５

時
　

会
場

古
ケ
崎

市
民

セ
ン

タ

ー

内
容

英
語

圏

の
わ
ら

べ
歌
で

遊

ん
だ

り

お
話

を
楽
し

む
　

対
象

幼
児

・
小

学

生
と

そ

の
保

護

者
　

定

員
先

着
十

五
組
　
費
用
二
百
円

電
話
で
(
財
)
ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
松

戸
地

域
研

究
会

・
中

村
 
3
4
4・

6
0
8
8

へ

［

］
社

交

ダ

ン

ス

入

門

・

初

級

講

習

会３
月
５

日
～

５
月
2
1
日

の
毎

週
日

曜
日

、

午
後
７

時
～

９

時

〔
全

十
二

回

〕
　

会
場
女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
ほ
か
　
費
用
一
回
五
百
円

電

話
で

ニ
ュ

ー

ダ
ン

シ
ン

グ
サ

ー

ク
ル
・
渡
部
　
3
6
2
・
5
6
4
4
へ

［

］
新

春

陶

芸

一

日

教

室

２
月
1
8
日
①
午
前
９
時
3
0
分
～

1
1
一
時
3
0
分
②
午
後
０
時
1
5
分
～
２
時

1
5
分
③
午
後
３
時
～
５
時
会
場
陶

松
（
市
立
病
院
裏
）
　
内
容
手
び
ね

り
・
湯
の
み
等
を
つ
く
る
　
定
員
各

回
先
着
十
二
人
　
費
用
五
百
円
（
陶

土

・
焼
代

別
）

陶
松
登
窯
之
会
・
小
堀
 
3
6
8
・
7
7
2
6

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
は
、
最

後

の
水

戸
藩

主

・

徳
川

昭

武
公

が
明

治
1
7
年

に

建

て

た
戸

定
邸

と
そ
の
庭

園
（
昭

和
6
1年
県

指
定

名
勝

）
、
松
戸

徳

川
家

の
史

料

を

集

め
た

戸
定

歴

史

館

か
ら

成

っ

て

い
ま

す

。

公
園

の
芝

生
広
場

周
辺

に
は
、

多

く

の
樹
木

が
生

い
茂
り

、

訪

れ

た
市

民

の
憩

い
の

場
所

と

な

っ
て

い
ま

す

。
現

在

、
約

五

十

本

あ

る

梅

の

花

が

咲

き

始

め

、

春

の
訪

れ
を

告

げ
て

い
ま

す

。

【

】
太

極

拳

七

八

会

（
陳

式

）

毎

週
水

曜
日
午

後
３

時
～
５

時

会

場
矢
切
公

民
館
　

対

象
初
心

者

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

山
岸
 
3
6
4
・
9
2
9
2

［

］
タ

イ

語

サ

ー

ク

ル
　

松

戸

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
　
会
場
国
際
友
好
ル
ー
ム
（
文

化
ホ
ー
ル
内
）
　
講
師
小
林
ア
サ
カ

氏
（
タ
イ
出
身
）
　
費
用
月
二
千
円

（
入

会
金
千

円
）

大

谷
 
3
4
5・
7
8
5
9

［

］
松

戸

ホ

ビ

ー

サ

ー

ク

ル

毎
週
金

曜
日

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
毎
月
第
一
・
三
＝
洋
裁
（
製
図
）

第
二

＝

ダ
ン

ス
、
第
四

＝
特
別
企
画

手
芸
・
料
理
・
講
演
）
　
費
用
年
千

円

（
ほ
か
に
受

講

料
と
し

て

一
回
に

付

き
三
百

円

、
入
会

金
な

し
）

加
藤
登
3
6
2
-
7
4
0
3

［

］
ゼ

フ

ァ

ー

・

ヴ

ォ

ー

カ

ル

コ

ン

ソ

ー

ト

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午
後
５
時

3
0分
～

９

時

会

場
女

性

セ
ン

タ

ー

ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容
混
声
ア
カ
ペ
ラ

コ
ー
ラ
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
・
ル

ネ
サ

ン
ス
音

楽

・
ク
リ

ス
マ
ス

キ
ャ

ロ
ル
な
ど
　
費
用
川
四
千
円
・
学
生

二

千
円

（
入

会
金

な
し
）

佐
藤
 
3
4
5・
8
6
8
0

［
］
ホ

ー

ム

指

圧

「

指

友

会

」

毎

週
木
曜

日
午

後
１
時

～
５

時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月
千
円
（
入

会
金
千

円
）

上
野
 
3
6
2
・
5
0
4
5

【
】
ス

コ

ー
レ

家

庭

教

育
振

興
協

会
毎
月
第
二
水
曜
日
・
第
四
火
曜
日

午
前
1
0時
～
午
後
１
時
 
会
場
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
「
共
に
生

き
共
に
学
び
共
に
幸
せ
を
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
母
親
講
座
　
費
用
月
五
百

円

・
月
刊
誌
三
百
円

（
入
会
金
千
五

百
円
）

(
社
)
ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会

新
松
戸
連
絡
所
・
大
崎
 
3
4
3
-
1
0
0
0

［
］
英
語
サ
ー
ク
ル
ー
グ
ロ
ー
ア

ッ

プ毎
月
第
一
・
二
・
三
金
曜
日
午
前

1
0
時
～
正
午
 
会
場
北
部
小
学
校

内
容
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
と
っ
さ
の
ひ

と
こ
と
」
テ
キ
ス
ト
使
用
の
基
礎
英

会
話
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千

円
）田

中
 
3
6
2
・
7
3
5
7

「
」
松

戸

ダ
ン

ス
同

好

会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
 
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

柏
崎
 
3
6
2
・
0
0
2
6

［
］
松

戸

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

ク
ラ

ブ

毎
週
火
・
金
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
１
時
 
会
場
運
動
公
園
休
育
館

対
象
女
性
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会

金
千
円
）

高
橋
 
3
6
2
・
6
0
2
9

［
］
健

康

づ

く

り

グ
ル

ー
プ

Ｍ

・

Ｋ
毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
勤
労
会
館
 
対
象
市
内
在
住
の

人
　
費
用
年
五
千
四
百
円
（
保
険
料

を
含
む
、
入
会
金
な
し
）

岡
本
 
3
6
5
・
7
8
1
3

［
］
松

戸

話
し

方

友

の

会

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
午
後
６
時

3
0分
～
９
時
　
会
場

市
民
会
館
　
内

容
ス
ピ
ー
チ

ー
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
講
義
ほ
か
　
費
用
月
八

百
円
（
入
会
金
千
円
）

小
林
 
3
8
6
・
3
7
1
0

美
し

い
川

の
情

景

を
歌

で

つ

づ
る
川

の
歌

コ
ン

サ

ー

ト

を
開

催

し
ま

す

。

皆

さ

ん
の

ご

来
場

を

お
待
ち

し
て

い
ま

す
。

期
日
…
２
月
2
7
日
午
後
０
時

3
0
分
開
場
（
１
時
開
演
）

会
場
…
松
戸
駅
ビ
ル
（
ボ
ッ
ク
ス

ヒ
ル
ハ

階
ク
リ
ス

タ
ル

ホ
ー
ル
）

出

演
…
金
剛
と

榛
名

会
費
…
千
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

川
い
い
会
・
武
本
　
3
4
2
-
0
5
7
4

川
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト
　
'
0
0

女性と自主防災活動についてサンライトパストラル弐番街
で講演会

本庁・新松戸・

矢切支所版


